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                    要  旨 

 
 土地利用の選択肢が、旧来の都市開発を前提とした利用だけではなく、バイオマ

ス利用のための開発、国土や地域環境の保全、開発利用地・遊休地等の自然再生な

ど、幅が広がっている。少子高齢化・財政・炭素制約下において、土地利用選択の

誤りは、後年度負担を大きくしてしまう可能性がある。今回作成した日本列島全域

の潜在機能を評価した Capability Mapは、このような状況を踏まえて将来の対応
を検討する際に、その有力な支援ツールとなろう。 
地域のマネジメントを行う上で、意思決定（行為選択）のための社会・経済・自

然環境に関する情報が必要であるが、地域資源の持続的利用を考慮すると（その能

力を Capabilityという）、顕在的な地域資源の維持だけではなく、それを支える潜
在的な地域の機能の維持が必要であり、そのための情報が必要である。 
これまでの一連のケーススタディにおいても、Capabilityの概念に基づいて、地
域資源を顕在的な個別資源とそれを支える自然環境の維持条件（潜在機能）という

セットでとらえることの必要性を主張してきた。 
本研究では、地域の機能を、顕在的な生活圏や経済圏に基づく機能だけではなく、

エコシステムの単位である流域を基本としたバウンダリー（国土管理圏域）に基づ

く潜在的機能とのセットでとらえてマネジメントすべきことを主張すべく、日本列

島の Capability Map（ここでは潜在機能評価図）を作成し、その有意性を、一部
の地域において、国土管理圏域と都市雇用圏のバウンダリーを用いて検証した。 
地域のマネジメントには、視座を地域におくとともに段階的な評価が必要で、ま

ず地域経営のための対象、範囲、内容を特定するための評価ステップが必要である。

その評価の際に、地域のもつ可能性と制約性は地域に重複している多機能な状態

（多様性）に基づいていることから、機能のひとつをみてどこが機能の高い適地か

を選択するのではなく、その機能と競合～相互依存する機能を合わせ見て、総合評

価することが必要である。その事前評価のためのマップが Capability Mapである。 
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